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は
じ
め
に
享保改革の財政建て直し策の一環として実施された新田開発は、
基本的には年貢増徴を企図したものであったことは言うまでもな
い。しかし、その実態については、地域によっては異った様相を
示
し
な
が
ら
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
享保一二年（一七一一七）勘定吟味役格井沢弥惣兵衛為永によっ
て起工された見沼新田の開発及び見沼代用水路の開鑿は、総工饗
約二万両を費し新田一、一七五町歩を開発、幕府は新田請地の地
代
金
と
し
て
二
、
一
○
四
両
．
又
検
地
後
は
年
々
年
貢
と
し
て
四
、
九
六
○石を取得し、また代用水路の開竪によって沼地約六○○町歩を
干拓するというものであっ間』
この地域は、見沼ばかりでなく利根川・荒川の一一大河川の間に
多くの沼地が散在していて、見沼同様用水源とされていたが、こ
れら溜井の集水区域は比較的小範囲であったため、時代を経るに
つれて下流地域は灌慨用水が不足し、他方上流地域は悪水の吐け
法
政
史
学
第
二
十
五
号
享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
ｌ
武
蔵
国
足
立
郡
見
沼
新
田
を
中
心
と
し
て
Ｉ
ハイ）
見沼は新田として開発される享保一三年以前においては、江戸
商人達の漁猟の場と為）また、寛永六年（一六二九）には関東
（２）
口
に
苦
し
ゑ
、
大
雨
に
際
し
て
水
害
を
受
け
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
のため、幕府は一二○○町歩の広さをもつ見沼を干拓し開発する
と同時に、利根川・荒川の二大河川の治水策をも考慮してこの工
事
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
従
来
、
溜
池
と
し
て
存
在
し
て
い
た
諸
沼
は
無
用
の
も
の
と
な
り
干
拓
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
工
事
は
、
単
に
見
沼
を
干
拓してこれに代る用水源として代用水路を開鑿したというだけで
な
く
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
このように、大きな規模で実施された見沼新田の開発について、
主として埼玉県立文書館所蔵文書によって考察していきたいと思
う
。
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郡代伊奈氏によって現在の川口市附島と木曽呂の間に八堤と呼ば
れる堤防が築かれ東西に取入樋が設置されて溜井として水下二二
（４）
一力村の潅概用貯水池として利用されていたのである。しかし、
このような沼沢地は、享保期の新田開発奨励策と治水技術の進歩
によって開発対象地として浮び上ってくるのであり、一二○○町
歩の広さをしつこの見沼が、その対象とされたのは当然のことと
いえよう。
御
朱
印
人足六人馬五正、従江戸武蔵・下野・下総・常盤迄上下於彼地
御用中幾度も可出之、是〈国々新田場見分並御普請御用井沢弥
惣兵衛派遣候付而被下之者也、
享
保
十
巳
年
十
一
月
六
日
右
宿
中
（５）
とあるように、享保一○年（一七二五）に幕府は勘定吟味役格
（６）
井沢弥惣兵衛を派遣して、関東一円の新田場を見分させており、
当見沼地域も、翌二年八月に、御普請役保田太左衛門・岡本善
右術門・直井伴六よりの廻し状に、
此度見沼其外所々小沼新田並利根川新井御普請被仰付侯二付、
水盛御普請積り沼境潰地改為御用役人被遣候、
（７）
とあるように、開発対象地として測量が開始されることとなった
のである。一年後の享保一二年八月から九月頃には度々にわたつ
（８）
て普請材料の入札・工事入札・人夫差出等の通達がなされ、工事
は着々と進み、同一三年中に見沼溜井干拓の完成を承るのであ
（９）
る。
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（ロ）
ところで、見沼の沿村三六ヶ村のうち、大牧村・宮本村・――一室
村・下木崎村・高鼻村・下士呂村・新井村・西山村・東山村・片
雲 直轄領 図（Ａ）入組地
尻も｡．．Ｈ副
■■■■、:g:卍..．．｡.･ソ
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総検地
年代
開発以前
石高村名｜襄図薑|襄図鑿｜享保期支配状況 表
'~、
１
、_ノ
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石
９５６．２１３
３１７．９８３
２６８．０１７
２１５．６２８
１８４．２９７
１１４．４５６
１００．０００
９９．９０２
８５．８０８
８４．７９１
８３．２９０
８１．０２６
５０．３００
５０．０００
３７．４５８
２７．４５８
１７．３７５
{稟請襲慨
直轄領
〃
〃
(票|iii霊領
後畠伝右衛門領
氷川社領
{募箪雲領
直轄領
〃
〃
{騒繍里謡門領
青木市郎兵衛領
氷川社領
伏見伊右衛門領
直轄領
〃
元禄３三室村
大間木村
辻村
大崎村
下木崎村
下士呂村
高鼻村
片柳村
差間村
大牧村
行衛村
上士呂村
新井村
宮本村
西山村
東山村
間宮村
同
大間木村
同
同
下木崎村
士呂村
高鼻村
同
指間村
同
同
合野村
同
同
木崎村
士呂村
元和１
元禄３
寛文５
天正２０
元禄１０
〃
元禄２
同
指間村
同
寛文５士呂村
同
士呂村
同
元禄１０
〃
山村
山村
山村
山村
、
柳村・辻村・大崎村・間宮村・差間村・行衛村・大間木村の一七
ヶ村は、次章で見るように、見沼干拓工事に際して村請で新田開
発
を
行
な
う
よ
う
幕
府
に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
て
お
り
、
見
沼
新
田
は
こ
の
一七ヶ村を中心として開発されていくのである。
一七ヶ村各村の成立年代は明らかではないが、高鼻村・宮本村
・行衛村を除いては徳川氏の関東入国の天正一八年二五九○）
（、）
には既に村として成立していた。高鼻村については、『武蔵国郡
（ｕ）
村誌』によると、村としての成立は正保から元禄であろうとして
（皿）
いる。宮本村・行衛村については、正保絵図にも一元禄絵図にもそ
の名は見られず、ただ享保年中の絵図によってその存在・位置を
知るの象で明らかではない。
表（１）に示したように、この一七ヵ村の支配状態は幕府直轄
地が八村・私領三村・寺社領二村で、そのうち入組地が四村であ
る。また地理的にも江戸の外郭であることからも、図（Ａ）にふ
られるように、その支配形態は複雑であったといえよう。
次に、この一七ヶ村の経済状態であるが、新田開発時の石高は
表（１）にふられるように、三室村の九五六石余と高官村の一七
石というようにその差は著しいが、平均一五○石余りであり、比
較的安定した村落といえよう。また、享保期の村の状況を知る史
料がないのでわからないが、天保一三年の一一一室村明細帳には、稲
作はなく全部畑で、作物としては大麦・小麦・菜種・荏・大豆・
小豆・さつま芋などの雑穀を作っており、農間諸職人として、大
工・桶大工・木挽などを行ない、また荒物商等の農間商いをする
者
も
多
く
、
他
に
酒
造
や
醤
油
造
り
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
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一一
享保一○年（一七二五）九月に開発を開始した見沼新田の開発
事業推進に際して、幾度となく新田の開発を見沼沿村の一七ケ村
の村請で行なうよう願い書が出されている。享保一二年八月、勘
定吟味役井沢弥惣兵衛為永に差し出した新田請願は次の如くであ
》ニハー〕◎乍恐以書付奉・甲上候
一、見沼御新田之儀、先達而奉願候十七ヶ村江被為仰付被下置、
村々田地割合之儀〈十七ヶ村一一而半分（面割半分〈村高割二而
仕、村々地先二而割取……村々地境村境より沼中江取極候筈
一一申合候事
一、見沼廻り之儀〈田方一切無御座侯一一付只今迄〈一二里遠方
て
い
る
。
享
保
期
に
お
い
て
も
、
水
田
が
な
く
畑
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
享保一二年（一七一一七）井沢弥惣兵衛に差出した願い書きに、
（Ⅲ）
「見沼廻り之義い田方一切無御座候二付」とあることからも明ら
かであるが、この天保一一一一年（一八四二）の明細帳から直線的に
推測すれば、享保期においても畑作物として大麦・小麦・大豆な
どを作っていたであろうし、また農間渡世として荒物商いや大工
・木挽・酒造・醤油造りなどをしていたであろうと考えられる。
これを史料の上から追求することはできなかったが、このような
商
品
作
物
の
栽
培
や
農
間
渡
世
は
、
享
保
期
に
お
い
て
も
江
戸
近
郊
の
経
済
圏の中に組承入れられていったであろうと思われ、村としては比
較的安定していたのではないかと思われるのである。
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之他村之古田ヲ小作仕付申侯処、御新田被為仰付被下置他村
小作仕候共、田地相返し御新田大切二仕立仕付耕作仕申合候
二付何程之御新田被下置侯共不作之場所一切仕間敷事
で若新田之内古来より願之町人江御新田相応に被下置候ハム
御願仕候村々之内砂村・本郷村・木曽呂村下右三ケ村地先之
（ｕ）
分何分一一も被仰付次第違背不奉申上候事
このように、開発後の地割・耕作等について申し合わせ、さら
に、｜、御新田不残十七ヶ村江被下置候ハュ、惣高之内弐拾八町引
落拾八町片柳村江、拾町三室村江付ヶ相残半分〈拾七割半分
〈十七ヶ村高並二蓮見万之助取居村持高割二仕、其村と之地
先ヲ用ひ、地先不足之村々〈隣村之地先二而平一一田地道法遠
く
不
罷
成
様
二
積
り
合
可
申
可
事
一、見沼之内御用水悪水堀方御普請之義、十七ケ村一一而御請負
可申哉と一和方江御尋被遊候二付、右之如十七ヶ村江一利申
聞候、尤十七ヶ村之者相談仕御請負可仕由申二付、一和十七
ヶ村惣代二書付差上申候、被仰付侯〈Ｌ御普請方割合之義〈
田地割合之通半分〈高割二仕、最寄二而請取、御差図次第御
普請成就可仕候、仮令損金御座侯共其村々請取之分〈急度仕
立、難義二不罷成筈二相定申候事
一、十七ヶ村田地割合並相談之義二付寄合入用等、半分〈高割
半分〈十七割二仕筈二相極候事
（嘔）
右之通十七ヶ村御相談相定侯〈、少も相違仕間敷候、以上
というように、細部にわたって申し合わせ、新田請願を提出して
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いる。これに対して、同年九月七日に幕府より許可が下り、これ
よ
り
四
日
後
の
九
月
二
日
に
は
見
沼
一
七
ヶ
村
百
姓
惣
代
よ
り
請
証
文
が
提出されたのである。
一、……就夫奉願候通場所無滞割取、来申春迄二不残開発仕、
来年より毛附可仕候、来戊年迄鍬下御免被成下亥年御検地本
論
御
年
貢
上
納
可
仕
候
事
但、稲毛出来過不申侯ため不残早稲之籾種用意可仕候、就
夫沼廻り用水堀御普請村々より罷在働仕：．…人足賃銀ヲ以村
々
当
出
来
籾
之
内
種
二
可
成
分
引
之
可
納
一、新田開発之儀、地平均畔を附候儀随分念入来春迄一一急度仕
立
来
年
よ
り
最
寄
も
不
残
所
毛
附
可
仕
候
、
若
毛
附
難
成
場
所
有
之
候
ハ
ュ
其
訳
二
月
迄
二
御
断
申
上
、
御
差
図
給
可
申
候
、
毛
付
之
節
二
至
滞
義
申
上
間
敷
候
事
一
、
為
冥
加
御
普
請
料
奉
願
候
通
、
新
田
一
反
二
付
金
一
両
シ
上
田
二
難
成
畑
二
可
仕
場
所
〈
一
反
二
付
二
一
匁
シ
Ｌ
来
申
よ
り
戊
迄
三
年
賦
二
急
度
上
納
仕
可
納
候
一、所々用水大溝通し御普請被仰付被下候小溝・道筋・小樋・
（脳）
少橋村々申〈ロ百姓共として目普請可仕候事
このように、①割当てられた土地は来春迄に残らず開発・柚付
をする。②鍬下年季は一一一ヶ年とし、享保一六年に検地をうけ、年
貢
を
上
納
す
る
。
③
鍬
下
年
季
の
間
は
出
来
過
ぎ
な
い
よ
う
に
早
稲
の
種
籾
を用意し、種籾代は普請人足賃から差引き調える。④地均し畦畔
を来春迄に完成し植付をする。できない場所があれば二月迄に届
出て差図をうけること。⑤新田の普請料として、田は一反に付金
法
政
史
学
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一両、畑は一反二付銀二一匁づつ一一一年賦で上納すること。⑥用水
路
は
、
大
用
水
路
は
御
普
請
、
小
用
水
路
及
び
小
樋
・
小
橋
な
ど
は
自
普
請
で
行
な
う
。
な
ど
、
新
田
の
村
請
に
関
し
て
具
体
的
な
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
見沼新田は村請新田として開発されていくのである。そして、享
（Ⅳ）
保一一一一年（一七一一八）春には全ての開発工事が完了して、一二一一
八
町
五
反
歩
の
広
さ
を
も
つ
見
沼
新
田
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
田
地削は、「見沼開鑿地割帳」によると、越後屋半蔵・最上屋助七
（畑）
・独鳥屋長五郎の一二人の江戸町人へ一○○町歩、一一一室村へ一○町
歩
・
片
柳
村
へ
一
八
町
歩
が
割
渡
さ
れ
、
そ
の
他
道
路
敷
地
分
。
所
々
代
地
分を合わせた都合約二四○町歩を差し引いた九八七町七反八畝九
歩一が見沼一七ヶ村に割り渡されることとなったのである。この一
七
ヶ
村
の
地
割
の
方
法
は
、
新
田
請
願
い
で
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
半
分
の四九三町八反一一七歩が一七ヶ村の平均割として一村平均一一九町
五畝歩が渡され、残りの四九三町九反一一歩が高百石につき一八
町六反六畝の割で高割りという方法がとられたのである。
このようにして割り当てられた新田は、新田領有権取扱規定の
原則、つまり、幕府直轄領・私領の入り組んだ地先に展開する開
発可能な土地の場合は、私領が自領の地先だからとして勝手に開
発することは許さず、幕府がその開発を許可し、同時にその地に
（四）
できた新田は全て幕領に組承入れられる、という原則に基づき、
見沼新田の場合も図（Ａ）に示した如く直轄領・私領・寺社領の
入り組んだ地先であり、全て幕府直轄領とされたのである。
ところで、このように割渡された新田に対して地代金を払うわ
けであるが、『地方凡例録』によると、新田畑になるべき場所を
一○八
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一一一
見沼沿村一七ヶ村に割り当てられた新田の村別反別は表（２）
に示した如くである。一一一室村は一三一一一町歩余で最も大きい数字を
示しているが、後述するように三室村は五つの組に分かれていて
各
々
が
一
村
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
一
組
平
均
約
四
五
町
ず
つ割り渡されたことになる。また他の村の平均も、辻村の八○町
と間宮村の一一三町という差はあるが、五○町歩余ずつ割り当てら
れており、これは全て持添的に開発されていて、大間木村を除い
ては一村を立てていない。
ところで、見沼新田は、前述したように村請新田である。村請
新田とは本来、村民全体の労力・資金を負担する新田で、親村耕
地の不足分を補充することを一つの大きな目的としている。故に、
見立て開発を願う際、空地でも梅川でも地主のない場所は全て代
官、地頭のものであり、開発すればその場所の地主となるので冥
加として、其地が御料所であれば幕府へ、私領であれば地頭へいく
らか差出して土地を貢請ける錘なるわけであり、臨時納物とい
うものである、と記されているが、ここでは、「為冥加御普請料奉
願候通新田一反二付金一両シ上、田一一難成畑二可仕場所〈一反二
（皿）
付銀二
十
一
匁
シ
上
来
申
よ
り
戊
迄
三
年
賦
二
急
度
上
納
可
仕
候
」とある
ように、村請の場合には干拓・用排水施設に対し幕府に支出する
普請料に対する代償の意味をもっていたのであろうと思われる。
以
上
、
見
沼
新
田
の
成
立
に
つ
い
て
見
た
が
、
次
に
そ
の
実
態
に
つ
い
て
ゑていきたいと思う。
享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）
持
添
的
に
耕
地
を
拡
大
し
て
一
村
を
立
て
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
大
規
模
な
しのになると、武蔵野新田に見られるように農民が定住して一村
として成立することも少なくはない。しかし、いずれにしても当
初は持添的であるわけである。このような型の新田は、江戸時代
の一般農民の生産力が向上してきた段階の所産であると言える。
しかし、見沼新田の場合は、農民の側から見てゑると、その村請
開発の必要性は非常に薄く、村請新田としての性格は消極的であ
ったといえる。これについて、次に三室村の場合と大間木村の場
合
を
ふ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
村名’新田割当反別｜開発形式 表（２）三室村大間木村
(百姓15人）
辻村
大｜崎村
下木崎村
下士呂村
高鼻村
片柳村
差間村
大枚村
行衛村
上士呂村
新井村
宮本村
西山村
東山村
間宮村
223111Ｊ反7畝24歩
４１６４
７９７２６
７１１５１２
６６５１
５０４２２
４７７１
７４４２１３
４５６５
４４８５２０
４４５９６
４４１６２８
３９３６１２
３８７６１２
３６３３２９
３４２２２３
３２２９７
持添･一村
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持添
持派
『
見
沼
新
田
開
発
地
割
帳
』
、
「
新
編
武
蔵
国
風
士
記
稿
」
七
巻
よ
り
作
成
一○九
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表（３）－Ａ
（イ）
三室村は、元小名を山崎・宿・馬場・松本・芝原と称す五つの
（犯）
組
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
組
が
一
村
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
田
も
各
組
に
割
り
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
と
く
に
三室村山崎組新田についてふることにする。
三室村山崎組の開発時の土地状況は、表（３）のようである。
反別｜実数｜％ 表（３）ｌＢ
法
政
史
学
第
二
十
五
号
５反迄
１町迄
２町迄
３町迄
４町迄
４町以上
人７
３
８
２
０
２
１
１
4０．５
３１．０
１９．１
４．７
０
４．７
町反
８
１
３
８
８
iＩｌ５８８
計’４２１１００
表（３）ＩＣ
１Ｎ十
中
下
見
尾
dｌｌｌｌｑＲＣ
、’七
qｌｌｌ８
Ｄ，ｂ孑乞１９
Ｄと
Ｄと
、七
この表は、享保一六年（一七一一一一）七月の「三室村新田検地帳」
（山崎組）によったものであるが、この表からもわかるように、
土地所持状況は、一町以下が全体の七○％を占め、特に五反未満
が四○％もいる反面四町以上、しかも八町歩余の者がいるという
状態である。さらに、この新田は全員無屋敷の持添百姓で構成さ
れており、親村である三室村山崎組にその生活の基盤を置いてい
るのである。このようなこととあわせて、元禄三年（一六九○）
の検地帳にも見られるように、屋敷持の百姓が全体の半分以上お
り、石高も比較的安定した状態であり、このように安定した状態
が却て村請新田に対しては、消極的であったろうと思われるので
ある。このことはまた、手持ちの史料からは人口の面は明らかで
はないが、出入百姓がゑられないことからも推察されよう。
以上、三室村山崎組新田の場合は、親村の耕地拡大という村請
新田の一つの意義は認められるのであるが、その性格は武蔵野新
田の場合に比べて、きわめて消極的であり、且つ小規模なもので
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（ロ）
次に大間木村新田についてみることにしたい。
犬間木村新田は、他村とは違った型で開発され、発展していく
のである。
当村之義〈、古名主御新田御願不申上候故、拙者共世話仕仲間
へ相談いたし、御新田割合之義も其数三十四ト相究、連判目論
見致置御願申候、因之御新田懸り御役等も一一一十四割一一而出シ来
一
○
|地目｜実数｜％’
臼
田
田
田
田
田
畑
畑
畑
畑
畑
田
敷
下
下
下
下
下
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
付
上
上
中
中
下
下
上
上
中
中
下
見
屋
畝歩
３４８２６
1３５６２２
９
1２３６２５
３４９１４
５９１２
３７３
１９６９
８４３
４８１５
１
５
７
７
９
３
９
３
９
１
ａ
Ｌ
ａ
８
８
ｌ
ｌ
Ｌ
０
４
Ｌ
Ｌ
３
１
２
計 43町５畝18歩 1００
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表（４）
（ママ）
り候二付、此度御新田割合之義ｊい）右之目論見通一一一十一一一幸均割一一
（鋼）
付
侯とあるように、親村である大間木村は、理由はよくわからない
が
、
当
初
は
村
請
と
し
て
の
新
田
願
い
は
出
し
て
い
な
い
で
、
後
に
な
っ
て、初めに開発を願い出ていた大間木村の百姓有志一五人が中心
となって開発希望者を募って新田の開発が行なわれたのである。
そして、百姓一五人に対して割り渡された四一町六畝四歩の土地
が村民有志の一一一三人に割り当てられることになったのである。
このように、大間木村新田は、他の一六ヶ村と違って村民有志
によって開発されたわけであるが、これはいわゆる「百姓寄合新
田」という型のものとＪい）違うと思われる。百姓寄合新田は、百姓
仲間による資金の調達と開発地の分配．更に出百姓への譲渡によ
る利潤の獲得という型をとるＪい）のであり、このような条件のもと
に
、
百
姓
仲
間
が
利
潤
の
追
求
を
主
眼
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
新
田
で
享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）
｢］
、
L｣
て設立されていった新田で
（皿）
ある。しかし、この大間木新
田の場合は、他の一六ケ
村とは違って村民有志に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
の
で
は
あるが、享保一六年七月
の検地帳にも出入百姓は
全く見られず、割り渡さ
れた四○町歩余りの新田
は村民有志一三人だけで
分割されているのである。又、土地所持状況は、表（４）にも示
した通りであるが、このように屋敷持のうち、一町以下が全体の
七○％を占めていて、無屋敷の者のうち九三・七％が五反以下で
ある、というように経営的には安定した構成とは言えず、百姓寄
合新田の主眼である土地を売って利潤を追求しようという意向は
全くゑられないのである。しかし、開発以前の大間木村の様子は
わからないが、当初より開発を願い出ている百姓一五人について
ゑても、表（５）にゑられるように、開発の途中で割り当てを放
棄したものか、または売り渡してしまったものかはわからないが
新田に土地を所有しないものが三人ほどいるが、他はほとんどは
新田での石高の方が明らかに高くなっており、また新田に屋敷を
もつものが七五％しいることなどから、新田に生活の基盤を置い
ロ
３
表
/へ
５
ミーノ
ＪＯ５
８２５
５２１
２２７
１８Ｃ
９５８
。Ｅ１
８
４
９
０
８
４
５
５
４
１
０
２
２
Ｊ
ｕ
土
ロ
ム
エ
ル
ハ
埣
列
吟
入
室
に
一
子
輔
ア
35
51
34
39
ヨ
ト
ヨ
ト
ヨ
】
｜屋敷持｜無屋敷’
実数 ％ 実数 ％
５反迄
１町迄
２１HJ迄
３１H]~迄
４町迄
４町以上
人４
７
０
１
２
１
７
７
７
２
７
６
６
０
６
３
６
２
４
１
１５人
１
9３．７
６．３
計 1５ 1００ 1００
百姓15人名前 開発前石高
開発時
石高 屋敷
和
七郎右衛門
三郎右衛門
小右衛門
嘉兵術
孫右術門
五郎左衛門
吉右術門
金三郎
次左衛門
新左衛門
次右衛門
定右衛門
宇右衛門
伊兵術
計
石
９
５
５
１
７
０
８
１
７
７
１
９
８
７
０
５
０
２
２
２
８
５
５
０
８
９
１
４
９
０
４
０
８
６
２
１
９
９
７
１
８
５
８
６
６
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
３
１
６
４
４
４
３
２
２
２
１
１
０
０
０
１
１
６１．６９０
石
２
５
８
７
８
６
２
３
９
０
１
８
１
４
９
８
４
９
０
８
４
５
３
６
０
０
９
５
４
１
０
２
２
０
３
０
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●
４
７
６
８
２
１
３
８
５
３
７
３
２
２
３
有
右
有
有
右
無
無
有
無
有
有
右
／
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以
上
、
享
保
期
に
お
け
る
見
沼
地
域
の
土
地
開
発
は
、
農
民
の
側
か
ら
の
積極的必要性はゑられず、その内容も消極的且小規模であったと
いえよう。これは、比絞的安定した村を条件とする村請新田が、
たしのと思われる。このような点からふると、耕地の拡大と人口
の放出という村請新田の意義ははっきりと認められるのである。
この大間木新田は、発展して一村として成立するのであるが、
い
つ
頃
か
ら
親
村
と
離
れ
て
一
村
と
し
て
の
性
格
を
有
す
よ
う
に
な
っ
た
の
かについては明らかでない。寛政六年の年貢割附状は、親村であ
る
大
間
木
村
を
通
し
て
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
直
接
大
間
木
新
田
に
出
さ
れたものであることから、この寛政六年に至る間に親村と離れた
行政村落となっていったと思われる。又、この年貢割附状に、そ
の
比
率
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
他
村
よ
り
の
入
百
姓
の
存
在
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
村
落
構
成
は
開
発
時
の
そ
れ
と
比
べ
て
複
雑
な
し
の
に
な
っ
て
い
っ
た
であろうし、戸数も開発時の一五戸から、『新編武蔵国風士記稿』
の
記
さ
れ
た
文
化
・
文
政
頃
に
は
二
四
戸
に
増
え
て
お
り
、
村
落
と
し
て
の
発展が認められるのである。
このように大間木新田は、耕地の拡大と人口の放出という村請
新
田
の
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
開
発
さ
れ
、
そ
れ
は
、
村
請
新
田
と
百
姓
寄
合
新
田
と
の
中
間
的
な
性
格
を
示
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
いかと思うのである。
この点、この大間木村新田の場合は、他の一六ヶ村とは違った
形態を示すものであるといえよう。
法
政
史
学
第
二
十
五
号
お
わ
り
に
ここでは、江戸に近いということ、畑が主であり商品作物の栽培
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
水
田
に
よ
る
石
高
の
増
加
を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
逆
の
方
向
に
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れる。要するに、享保改革は江戸蕪府の行なった最初の大きな改革で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
年
貢
増
徴
策
が
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
大名の改易による幕府直糀領の拡大という形をとらず、年貢の徴
収方法の改革と新田開発の促進という形をとって実施されたもの
で
あ
り
、
こ
れ
は
結
局
、
元
禄
年
間
頃
に
ほ
ぼ
固
定
化
し
た
直
輔
領
四
○
○
万石の支配領域の枠内で、幕府は実質的に年貢額の増加を進めて
い
こ
う
と
す
る
意
図
を
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
進
め
ら
れ
た
新
田
開
発
に
は
、
町
人
請
負
新
田
や
代
官
見
立
新
田
を
軸
と
し
て
村
請
新
田
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
村
請
新
田
の
中
で
も
、
見
沼
新
田
は
、
新
田
開
発
の
奨
励
と
見
沼
代
用
水
路
開
盤
に
基
づ
く
経
営
全
休
の
中
て
、
幕
府
の
財
政
拡
充
策
の
対
象
で
あ
る
新
田
村
と
し
て
設
定
さ
れ、幕府の支配の一環に組み込まれていったものと考えられるの
である。
本稿を作成するにあたり、御指導を頂いた村上直先生に謝意を
表するとともに、史料閲覧に便宜をはかって頂いた埼玉県立浦和
文書館、吉本富男氏・大村進氏に厚く御礼を申し上げます。
註（１）
（２）
『
見
沼
代
用
水
沿
革
史
』
一
○
七
頁
９
同右、七九’八一一一頁
一一一
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/へ′へ′■、′へ／へ／■、′~、′へ′ﾛ、′へ′へ／■、
1８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７
、_ノ、ゾミーノ、_'ミゾ、.ノ、_ノ、.ノ、_ノ、_ノ、_ノ、.ノ
′■、／■、〆■、
６５４
、.ノ、ごノＬノ
'ﾛ、
３
ミーノ
享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）
こ
の
三
人
の
者
に
つ
い
て
は
江
戸
の
町
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
だ
け
で
他
の
こ
と
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
『
刑
銭
須
知
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
見
沼
を
江
戸
商
人
達
が
運
上
を
出
し
て
漁
猟
の
場
同
右
岡村文書、
（９）に同じ
『武蔵国郡村誌』
「見沼開地割帳」
武
笠
文
書
「
武
州
同
右
『
刑
銭
須
知
』
（
「
検
地
取
斗
並
新
田
吟
味
知
行
割
之
事
」
三
○
七
号、一、武蔵野新田開発之覚附見沼新田之訳此末一一記）
『埼玉県史』第五巻、三八一一頁
岡
村
文
書
「
貝
沼
新
田
開
発
御
用
書
留
帳
」
紀
州
流
の
治
水
功
者
。
享
保
七
年
九
月
吉
宗
が
将
軍
と
な
る
に
伴
っ
て
紀
州
よ
り
幕
臣
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
翌
八
年
に
は
御
勘
定
に
登
用
さ
れ
、
十
年
十
一
月
に
は
勘
定
吟
味
役
格
と
な
り
、
十
二
年
六
月
に
は
「
吟
味
役
の
う
ち
お
の
お
の
つ
か
さ
ど
る
事
を
わ
か
た
れ
…
…
新
墾
な
ら
び
に
荒
蕪
開
耕
の
事
は
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
う
け
給
は
り
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
開
発
事
業
は
一
切
為
永
が
専
掌することとなった。十六年十月には勘定吟味役に昇進。
Ｓ
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
七
輯
、
『
徳
川
実
紀
』
第
八
編
）
岡
村
文
書
「
見
沼
新
田
開
発
御
用
書
留
帳
」
『埼玉県史』第五巻、一一一八二頁
『
新
編
武
蔵
国
風
士
記
稿
』
七
・
八
巻
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
一
巻
同
右
「
武
州
見
沼
御
新
田
願
書
並
目
論
見
帳
」
前
掲
史
料
、
武
笠
文
書
、
前
掲
史
料
/■、′■、′へ〆、′■、′卓、
２４２３２２２１２０１９
L,ノミーノ～ノ、､ノ、_ノ～ノ
と
し
て
い
た
と
あ
り
、
後
に
こ
の
三
人
が
新
田
を
売
り
渡
し
た
山
口
屋
藤
左
衛
門
も
そ
の
一
人
で
あ
る
こ
と
や
、
「
右
三
人
之
者
〈
江
戸
町
人
一
一
御
座
侯
処
、
享
保
年
中
見
沼
開
発
之
以
前
見
沼
開
墾
仕度上り迫を願出候得共終二御聞済一一不相成…・・・」（武
笠
文
書
、
前
掲
書
）
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
と
同
じ
よ
う
な
関
係
で
こ
の
地
域
と
か
か
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大石慎一一一郎著『享保改革の経済政策』一八三頁
大
石
慎
三
郎
校
訂
『
地
方
凡
例
録
』
上
巻
、
一
○
四
頁
（超）に同じ
『武蔵国郡村誌』第一巻
武
笠
文
書
前
掲
史
料
木
村
礎
、
伊
藤
好
一
編
『
新
田
村
落
』
一
○
二
頁
。
￣
一
一
一
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